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研究成果の概要（和文）：本研究では、文末詞の使用を中心に異方言間コミュニケーションにおける誤解・誤伝達の仕
組みを明らかにした。関東・関西方言話者の北海道方言に対する印象調査と北海道方言話者の関東方言に対する印象調
査を実施した。関東調査の結果を基に「方言イメージの形成過程」を策定し、その汎用性を関西・北海道調査のデータ
を用いて検証した。調査結果は報告書にまとめている。
　また、調査の基盤となる文末詞の研究として、北海道方言と共通語の文末詞『さ』の違いに関する研究や、日本語と
英語の文末・節末要素の意味・機能や史的発達についての研究、日本語文末詞と独語・仏語等に見られる心態詞との統
語的・機能的類似性に関する研究なども行った。

研究成果の概要（英文）：This research proposed a model of a miscommunication mechanism based on the usage 
of final particles in cross-dialectal interactions. Surveys were conducted in three areas (Kanto, Kansai, 
and Hokkaido) to investigate the evaluation of the Hokkaido dialect by speakers of the Kanto and Kansai 
dialects and that of the Kanto dialect by speakers of the Hokkaido dialect. The results were summarized 
as “DIF(Dialect Impression Formation) Model” and published in the form of a research report.
 The surveys were complemented by some other studies, such as a study concerning the usages of the final 
particle -sa in the Hokkaido dialect and in the Common Colloquial Japanese. Furthermore, a series of 
relevant contrastive studies were carried out to explicate meanings and functions of Japanese and English 
sentence/clause-final elements and their diachronic developments, and also to explore syntactic and 
functional similarities between Japanese final particles and modal particles in other languages.

研究分野：言語学
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１．研究開始当初の背景 
日本語という言語は、記録上最古の上古以
来、近世に至るまで、常に方言的多様性を内
包した存在としてのみ定義し得た。古くは万
葉集からも確認されるように、各方言間には
語彙・文法において、相当な差異があり、出
身地を遠く隔てた者同士が互いに会話をす
れば、相通じないことが普通であった。しか
し、明治を迎え、言文一致運動などの影響に
より、標準語が定められることで、「方言の
衰退・共通語化」が進むことになる。特に学
校教育などの現場では、「方言札」なるもの
が用いられ、「方言撲滅運動」などが進めら
れるようになり、少なくとも公共性を有する
場では方言の姿が失われていった。 
 日本語に起こったこうした状況は、マスメ
ディアの発達によってさらに大きな変化を
被ることになる。とりわけ、現代の出版物や
番組の影響は絶大で、今日の漫画やアニメ、
ドラマやバラエティー番組で用いられる言
葉の影響力は一層増している。そのため、戦
後、特にテレビ普及後の数十年の間に、日本
全国の「方言」は劇的な変化を受け、衰退の
一途を辿っているように見える。実際、伝統
のある俚諺や方言的語法は、若者層で用いら
れないばかりか、理解されないことも少なく
ない。 
 こうした動向から一見すると、全国の「方
言」が均質に向かい、長きに渡って存在し続
けた異方言話者同士の意思疎通の困難さが
克服されたかに見える。確かに、現在の首都
圏には、明治以前には考えられなかったほど
の多様な地域からの出身者の流入が続いて
いるが、そこにはかつてあったような意志疎
通の困難さは存在しない。 
 しかしながら、実際には、ある程度の意志
疎通が可能となったがゆえに、新たな意思疎
通の問題が生じている。それは、「気づきに
くい方言」（沖 1999）とも呼ばれるものに
起因し、最も由々しき場合には「方言殺人」
（井上 2007）なるものを引き起こすことも
ある。あるいは、それに至らぬまでも、異な
る方言地域出身間の言語表現上の誤解がそ
の人間関係に軋轢や摩擦を引き起こし、思わ
ぬ事態を招くということが、今日の日本各地
で生じている。 
 例えば、共通の友人のメールアドレスを尋
ねられた青森方言話者が「俺知らね」と答え
て、その後の友人関係を著しく損ねた例。単
純作業を一人黙々としていた大阪出身者が
「もう疲れたがな」と暗に助力を求めたが、
周囲の者はそれを独り言と受け取って黙っ
ていたため、酷く冷たい集団だという印象を
与えた例。無理なことを頼まれて断れずにい
る友人を庇おうとして神奈川出身男性が発
した「だから出来ねえっつってんじゃんかな
あ」という言葉を聞いた北海道方言話者が、
男性は酷く粗暴な性格だと思ってその後口
を利かなくなった例。熊本から大学に進学し
た男性が自己紹介の際に「訛ってるでしょ

う」と遠慮がちに尋ねたところ、ゼミの上級
生達には馴れ馴れしい奴だと思われた例。い
ずれも共通語と同じ（あるいは類似した）語
形ながら、当該方言で異なるニュアンスを持
つために、共通語に照らした解釈では誤解さ
れ、粗暴あるいは無礼な態度だと解されがち
な表現である。そのために、思わぬ所で人間
関係上の摩擦の原因となりやすい。 
 こうした一見共通語的でありながら、地域
方言的な意味・機能・ニュアンスを発達させ
ている表現は、語彙に相当する俚諺に限らず、
語法や語尾にも数多く見られる。中でも、後
者は特に他方言話者にとって理解が難しい。
本研究代表者らは、過去に採択された課題
（基盤研究(C)20520360）を含む研究におい
て、この語尾に該当する要素の意味・機能分
析を行なってきた。例えば、北海道、大阪、
広島の各方言で用いられる文末の『そして』、
『しかし』、『ほいで』などは、元来の接続詞
的機能を失い、「驚き」、「苛立ち」、「不満」
といった情緒的内容を伝える用法を発達さ
せている（同様な用法は、豪州英語の but な
どにも観察される）（Izutsu and Izutsu 2010）。
これらを共通語の表現として解してしまう
と、当該方言で前提とされる十分なニュアン
スや意図は伝わらない。場合によっては、思
わぬ誤解を招き、人間関係に摩擦や軋轢を生
じかねない。 
 
２．研究の目的 
 本研究課題では、北海道という言語コミュ
ニティーを出発点として、一見共通語的であ
りながら、地域方言的な意味・機能を発達さ
せている表現（擬似共通語）等に起因する誤
解・誤伝達が生ずる背景や要因を明らかにす
ることを目指す。特に、情緒伝達機能を担っ
ているという点で、他方言話者の誤解・誤伝
達を誘引し易い文末詞の方言的解釈の多様
性を詳らかにし、その多様性が故に生ずる誤
解・誤伝達の仕組みを解明することを企図と
する。本研究では、北海道を中心として日本
語の幾つかの方言が主な研究対象となって
いるが、日本語の文末詞・情緒表現は諸言語
の final particles（文末詞）や modal 
particles（心態詞）とコミュニケーション
上の意味・機能の点で高い類似性を示すため、
それらとの対照分析を通して日本語の情緒
伝達表現への理解を更に深めることも目的
の一つとする。 
上記の研究目標を実施するための具体的
な研究計画として、(1)「北海道方言に対す
る他方言話者の印象調査（関東・関西印象調
査）」、(2)「北海道方言話者の他地域方言に
対する印象調査（北海道印象調査）」、(3)「情
緒的意志疎通の仕組みを明らかにするため
の記述モデルの策定」、(4)「諸言語の
final/modal particles の意味・機能の記述」
を遂行することを目指す。 
 
３．研究の方法 



  
研究計画(1)と(2)の印象調査実施に向けての
研究方法としては、対象方言の自然会話を他
方言話者に提示し、全体的な印象や文末表現
の使用について尋ねるインタビュー調査を行
う。得られたインタビューデータは、(3)の記
述モデル策定の基礎資料として活用するため
に、文字化し、データベースとして編纂する。
データベースの公開に当たっては、個人情報
の保護順守を伝えた上で、データ公開の同意
を得る。 
 研究計画(3)の記述モデル策定については、
①誤伝達の仕組みを記述する一般的モデル、
②言語変種（方言）間コミュニケーションに
おける方言イメージの形成モデル、という二
つのレベルのモデル策定を行う。①について
は、誤伝達の受け止め方に関するアンケート
調査などを実施する。②については、研究計
画(1)と(2)から得られたインタビューデータ
を使用する。両者の記述モデル策定に当たっ
て、関連する文献調査を行い、得られた知見
をモデル化の理論的基盤として援用する。 
 研究計画(4)については、諸言語のfinal 
particles（文末詞）やmodal particles（心
態詞）についての文献調査や言語データの収
集を行いながら、当該分野に携わる海外の研
究者との交流や情報交換を積極的に行う。 
 
４．研究成果 
 研究計画(1)については、北海道方言に対
する関東方言話者の印象についての調査を
関東地方三地点（神奈川県、千葉県、茨城県）
で実施した。前採択課題（基盤研究 C 
20520360)において編纂した「北海道方言コ
ーパス」（井筒 2011)の中から、10 の会話断
片（11 分 12 秒）を抜粋し、会話の全体的な
印象と文末表現の使用について、半構造化イ
ンタビューを行った（神奈川調査: 協力者 2
名, 92 分 5 秒、千葉調査: 協力者 2 名, 93
分 19 秒、茨城調査: 協力者 4 名, 119 分 41
秒）。 三地点でのインタビューデータは、科
研費補助金報告書『擬似共通語に起因する誤
伝達分析のための基礎研究』（図書①、以下、
番号は「5. 主な発表論文等」に付した番号
に同じ）の第 3 章～第 5 章に掲載している。
収集したインタビューデータは、質的研究法
の一つである修正版グラウンデッドセオリ
ー(M-GTA)を用いて分析し、「方言イメージの
形 成 過 程 」 “DIF(Dialect Impression 
Formation) Model”策定の基礎データとな
った（雑誌論文①、学会発表③）。 
関西方言話者の北海道方言に対する印象
についての調査は、関西地方三地点（京都府、
兵庫県、滋賀県）で実施した。（京都調査: 協
力者 3 名, 83 分 15 秒、兵庫調査: 協力者 3
名, 101 分 12 秒、滋賀調査: 協力者 8名, 91
分 25 秒）。調査結果は、「方言イメージの形
成過程」の検証に利用した。京都調査と兵庫
調査のインタビューデータは、科研費報告書
（図書①）の第 6章と第 7章に掲載している。 

また、これら調査の基礎研究として、一見
共通語的でありながら、地域方言的な意味・
機能・ニュアンスを発達させている北海道方
言の終助詞『さ』を取り上げ、共通語の『さ』
との意味・機能上の違いを、共同注意（joint 
attention）の観点から明らかにし、その成
果を発表した（雑誌論文③、学会発表⑤）。 
研究計画(2)に関しては、北海道方言話者
の関東方言に対する印象についての調査を
実施した。関東方言話者の談話資料（約 10
分 10秒）を北海道方言話者に聞いてもらい、
それに関する半構造化グループ・インタビュ
ーを行った（協力者 8名、約 30 分）。調査結
果は、関西印象調査の結果と併せて、「方言
イメージの形成過程」の汎用性の検証に用い
た。概要については、科研費報告書（図書①）
の第 1章にまとめている。 
研究計画(3)においては、誤伝達の受け止
め方に関するアンケート調査を実施し、概念
構造記述とプロトタイプ意味論による分析
を通して、誤伝達が生じる一般的な仕組みと
その「捉えにくさ」並びに「扱いにくさ」を
明らかにし、その成果を発表した（雑誌論文
④、学会発表⑨）。また、言語変種（方言）
間コミュニケーションにおける方言イメー
ジの形成モデルについては、関東印象調査の
インタビューデータを用いて、「方言イメー
ジの形成過程」“DIF(Dialect Impression 
Formation) Model”を提案し、口頭発表を行
った（雑誌論文①、学会発表③）。 
研究計画(4)については、近年注目されて
いる文末接続詞の史的発達や情緒伝達機能
について研究し、学会発表や学術論文を通し
て、一連の成果発表を行った。日本語や英語
の等位接続詞や従属節接続詞の文末（節末）
用法やそれらの文末詞への発達については、
雑誌論文②や学会発表①⑥⑦⑧⑩、図書②③
で研究成果を発表した。また、 final 
particles（文末詞）と modal particles（心
態詞）の統語的・機能的類似性については学
会発表②⑪、図書④で研究成果を発表した。
さらに、文内の右方・左方周縁部への固定化
が示す意味・機能的特性について口頭発表を
行った（学会発表④）。 
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